施設適応プロセスの検証―安らげる場所の提供―
毛利 満則（養護老人ホーム清風園）
　障害の受容プロセスを通して，利用者が施設に適応していくプロセスを検証することができた。利用者は，複雑な心境で施設に訪れる。不安や緊張・期待等である。やがて，施設に適応していく中で，男女に差があるのか，また在宅からの利用者と長年入院生活をしていた利用者に差があるのかも併せて検証することができた。それに取り組む介護福祉士の役割は非常に大きいものと考える。それは，安らげる場所の提供を意味する。
はじめに
「望んで入所する方は，今はまだ少ないのではないか。」と考える。それは，経験上よく耳にすることがあるためである。今の高齢者の方の多くは戦争を体験し，「自分の恥をさらしたくない。」と思っている方が多いようである。意地が強く，頑固な方とよく話をすると，「こんな年まで生きるとは思わなかった。早く迎えがくればいいのに。」と言う。それは，心の奥で誰もが一度は思っているようで，他の利用者からも聞かれた。その意志とは反対に，「命あるまで，人生を全うしたい。」とも耳にした。「だれもが死を恐れ，できれば訪れて欲しくない。このまま，愛する人や家族といつまでもいたい。」というのが，本音のようである。それが，愛する人が死に愛する家族が離れていくにつれ，死を実感してくる。身体が，自分の意志とは関係なく衰えていく。家族がいても，「自宅で静養し，過ごしていきたいが家族に迷惑をかけたくない。」「自分が老いた姿を子供に見せたくない。」「家族に下の世話をして欲しくない。」「自分のせいで，夫婦の中が悪くならないでほしい。」と思うために入所を考える方が多くいたためである。望んで入所する方は，今の日本の介護状態を知り，第二の住家として入所を選ぶ。それは，「残りの人生を設備の整った所で生活したい。」「単身であったため，残りの人生を他の人と楽しく生活していきたい。」「何かあったときでも心配ない。」との思いからである。少しの不安はあるものの，これからの施設生活が始まるのである。
これらは，男女関係なく，在宅からの利用者や長期入院生活をしていた利用者からも聞かれる。では，複雑な心境を抱く利用者に，どう介護福祉士は関わり，施設に適応してもらうか，障害の受容プロセスを通して検証を行った。
１．検証調査
①　調査対象　Ｆ県Ｋ市Ｓ養護老人ホーム。在宅からの利用者，長期入院からの利用者，各男女１名ずつ。　　　計４名。（対象者，要支援。障害老人自立度　ランクＪ１。共通）
〈対象者〉 Ｗさん　男性７５歳　在宅より入所。性格　物静か。Ｍさん　男性７２歳　長期入院先より入所。性格　社交的・温厚・親切。Ｎさん　女性８７歳　在宅より入所。性格　明るい・温厚・親切。Ｓさん　女性６９歳　長期入院先より入所。性格　物静か。
②　調査期間　平成１５年９月から平成１６年９月。（対象者の入所月日には，多少の差がある。）
③　調査方法   利用者が，入所してからの約１年間の心理的変化をグラフで表す。それにより，障害の受容プロセス，１）退行，２）和解，３）適応，４）統合の４つの段階の変化を見ることができるものと考える。それは，始めに抱いている感情によって，＋に受け止めるか－に受け止めるかが決まるものと考える。そのためには，日々の心理的変化を記録に採る。また，介護福祉士としての対応も記録する。（ここでは，１ヶ月ごとにグラフで表すものとするが，１ヶ月全体の心理状態を考え記述する。）
　障害の受容プロセスは，１）退行とは，感情が強度に沈み，鬱状態となり，過度に依存的，防衛的になり，幼児期に戻る段階である。２）和解とは，自分の障害の事実をある程度受け入れて，人生の再建を図ろうとする段階である。３）適応とは，自分なりに自己の障害について意味づけを行い，前向きに解釈する段階である。４）統合とは，障害を自己の属性と不可分のものとを考え，不自由や恥辱は過去のものと考える段階である。このように，４つの段階がある。
２．結果
１．施設適応の期間
　利用者は，複雑な心境を抱くと共に，今まで生活をしていた家から離れ，まったく違う環境で生活をしていかなければならない。何もわからない段階から，施設の時間的サイクルに合わせなければならないため，不安と緊張等がみられた。それに，一度に多くの利用者と顔を合わせる。職員の名前も顔もわからない。このような何もわからない段階から，施設の時間的サイクルを自分のものにし，周りが見え始め，自分なりの生活リズムを作るのに平均９ヶ月かかった（統計資料）。全体として，男女に差はなく，年齢にも差はないようである。「在宅から来たから。」とか「長期入院生活をしていたから。」といったことも，あまり関係ないようである。むしろ，個人個人の性格がある程度，左右するようである。この頃になると，気の合う話友達が何人かできている状態がみられた。行事・サークル活動にも慣れ，自分の好きな事を意欲的に行っていた。このように，ある時期から安定した精神状態で，施設生活に適応していく姿がみられた。
〈統計資料〉
図１　Ｗさんの場合　　　　　　　　　　　　　　　　図２　Ｍさんの場合
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図３　Ｎさんの場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図４　Ｓさんの場合
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（縦軸・数値が示すもの：－３拒否的・意欲なし，－２多少拒否的・多少意欲なし，－１やや拒否的・やや意欲なし，０入所時の心理状態，１やや承諾・やや意欲あり，２多少承諾・多少意欲あり，３承諾・意欲あり。）
２．入所初期の段階（１ヶ月から４ヶ月）
　利用者は，他の利用者と交わることが少なく，居室で過ごす事が多かった。行事・サークル活動にも拒否的であった。介護者は，様子を見ながら随時行事・サークル活動声かけを行った。この頃の利用者は，人と話をする事に抵抗があり，他の利用者とどう関わっていったらいいのかがわからず不安になる姿がみられた。一人は寂しい，誰かと話をしたいが相手がいない。そのため，よく声をかけてくれ，親切な介護員に話をする。内容は，「今までの生活歴や家族について」の事がよく聞かれた。介護者は，話に対して，傾聴・受容・共感を行うことを主とした。まさに，退行の時期であった。
３．入所中期の段階（５ヶ月から８ヶ月）
　利用者は，施設生活を過ごすに連れて，家ではないこの施設で，生活をしていかなければならないことに，戸惑いはあるものの受け入れていく，心境の変化がみられた。この時期は，個人差があり，性格が関与している所が見受けられた（統計資料）。人生を再建していくために，行事・サークル活動に少しずつ意欲的に参加していた。他の利用者とも交わりが増えていった。しかし，時に寂しさを感じたり，昔を思い出したりと気持ちが沈む姿がみられた。介護者は，見守りを行いながら，気持ちが沈んでいる時には寄り添い，言葉をかけることも少なく，気持ちに沿い，話に対しては，傾聴・受容・共感を行った。この和解の時期を乗り越えると，適応の時期に入った。
　利用者は，この施設で生活をしていかなければならないことを受け入れ，自己の生活リズムを確立していった。行事・サークル活動を楽しみに，「自分が，できることはしたい。楽しみたい。」と意欲的であった。ここまで来ると，過去を振り返ることはあまりなく，振り返っても「昔は，よかった。楽しかった。」や「昔は，つらい思いをたくさんしたけど，これからは。」というように，「これからの人生をどう過ごしていこうか。」といった心境の変化が行動に表れるようになった。介護者は，主として見守りを行った。
４．入所後期の段階（９ヶ月から１２ヶ月）
　利用者は，自己の生活リズムを確立し，精神的に安定した時期に入った。他の利用者とも仲良く接し，トラブルが有っても生活リズムが壊れることはあまりみられなかった。介護者は，見守りを行うと共に，傾聴・受容・共感を行い，精神的安定を図った。これが，統合の時期であった。
３．考察
　障害の受容プロセスにおいて，介護者が認識しなければならない点は，このような段階を経て障害を受容するように理論的にはいえるが，現実にはそれまでにはかなりの時間がかかるという点である。そして，さらに，１）退行から，４）統合の段階まで，心理的プロセスがスムーズに進まないという点である。障害の受容プロセスで言えば，身体障害者は自分の障害を絶望的に感じながら，同時に克服しなければならないという葛藤のなかで生活しているからである。そこで，例えば１）退行から，２）和解の段階に進んだとしても，何らかのきっかけで，再び１）退行の段階に戻ってしまうこともある。特に，身体障害者が家族，友人，知人等から孤立して生活をしている場合，４）統合の段階への心理的プロセスの進行は困難であろう。したがって，このような事柄を含めて，介護者は，身体障害者の介護を行うべきであろう。このことから，今回の統計資料より，施設適応には，かなりの時間を必要とすることが明らかになった。浮き沈みはあるものの比較的安定して，１）退行から４）統合まで一つ一つ段階を踏んでいくことができたと考える。これは，常に介護員が寄り添える状態をとり，見守りを行い，関わり合うことで，利用者の孤立感等をなくし，寂しさを紛らわせることができたためと考えられる。
おわりに
　障害の受容プロセスを通して，利用者が施設に適応していくプロセスを検証したのには理由がある。それは，安らぎの場所の提供である。精神的に安定し，楽しく過ごしやすい場所であるためには，まず，施設に適応しなければならないからである。利用者は，新しい施設に魅力を感じるか，家から近い顔見知りの人たちがいる施設を選ぶか，自由な時代であるが，上手く適応できるかが問題となる。集団生活の中には，複雑な人間関係がある。利用者にとって，生活しにくい面もあるだろう。このことを感じさせず，上手く・気持ちよく適応することを促せるかが，介護福祉士としての手腕である。それができれば，次第に利用者にとっての安らげる場所となるだろう。何年も生活していくにつれて，やがて，「最後の住家として，ここにこれてよった。」と言ってもらえることができれば，これほどうれしいことはないのではないだろうか。
　今回は，対象者が４人と少なく，研究に限界があった。グラフも大まかで，わかりにくい点も多々あったと思う。統計資料は，心理的変化の参考になれば，幸いである。これから益々，研究を継続していきたい。
引用文献
１）西村洋子　介護概論　メヂカルフレンド社　１８４項　１９９８年
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